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若者が残れる・戻れる・住みたいまち
令和6年9月定例会｜該当テーマの発言のみを収録。質問・答弁・再質問の順序と文言を維持しています。

この資料は正式会議録から「若者が残れる・戻れる・住みたいまち」に関係する発言をテーマ別に抜粋したものです。省略部分は他
テーマの発言です。

○１０番（崎尾亮介） ［登壇］

大きく３つ目の、若者が残れる戻れる住みたいまちについて、質問します。

日田市には、大学や専門学校など高等教育機関が少ないことと、就職活動において売り手市場であることから、高校卒業を迎える１８歳で
多くの方が日田市から離れてしまいます。

また一方で、移住施策を利用してのＵＩＪターンが多く、新陳代謝の激しいまちだと認識しています。しかし、人口は年１,０００人程度減
少し続けており、出生数も年々減少し３５０人を切っております。

一方で、福岡都市圏の人口はこの１０年で１５万人増加したと報道がありました。中でも福岡市は、人口増加を続け、若者の割合が高く、
女性の転入超過は男性の２倍近くあります。端的に、かつ大げさに言うならば、九州中の若い女性が福岡市に集まっている状況であり、日
田市の１８歳も進学を機に福岡市に移住するというのはよく聞く話であります。

その福岡市が車で１時間の距離にある日田市で、若者が残れる戻れる住みたいまちを実現していただきたいと考え、質問させていただきま
す。

市長が考える若者が残れる戻れる住みたいまちづくりのイメージと、それに至った経緯や資料、データがあればお示しください。

また、目指すまちに対して現在分かっている課題などがあればお示しください。

以上で、登壇での質問を終わり、自席にて再質問させていただきます。

○市長（椋野美智子） ［登壇］

私からは、１０番議員御質問のうち、若者が残れる戻れる住みたいまちについてお答えいたします。

本年４月時点の日田市の人口は約５万９,０００人となっており、昨年１２月に国立社会保障・人口問題研究所が発表した推計を見ますと、
令和１７年に人口は５万人を下回ることが予想されております。

このような状況を踏まえ、急激な人口減少への対策が急務との認識から、第３期日田市まち・ひと・しごと創生総合戦略を策定し、若い世
代が残れる戻れる住みたいと思うまちを目指すとしたところでございます。

御質問いただきました、若者が残れる戻れる住みたいと思うまちについてのイメージにつきましては、女性も男性も希望する仕事を選べ、
安心して子育てができ、わくわくするまちをイメージしております。

この若者が残れる戻れる住みたいと思うまちのイメージにつきましては、資料やデータを根拠として構想したものではなく、日田市長選に
立候補するに当たり、多くの市民の方にお会いし、対話を繰り返した中から出来上がったイメージであり、昨年の市長選挙におきまして市
民の皆様から多くの指示を受けたことからも、このイメージに間違いはなかったものと考えております。

また、昨年、パトリア日田たにおいて「アイになりたい」という市民ミュージカルが上演されました。この作品は、日田の高校生たちへの
インタビューを基にした脚本であると伺っております。「日田のことは好きだけど、将来ここにいる自分が想像できない。日田に自分のや
りたい仕事がない。私、これからここで暮らしていくんだよ、楽しいこといっぱいあったほうがいいに決まってんじゃん」、これはミュー
ジカルの中での若い人たちのせりふでしたが、私がつかんでいた姿と同じでした。もちろん、データでの検証も必要であると考えておりま
す。

令和４年度に実施した市民意識調査の結果を見ますと、「今後、若い世代が日田に住み続けたいと思うために重要な取組だと思うものは」
との設問があり、２０歳代の調査結果からは、働きやすい職場の増加や安心して子育てができる環境づくりなどを多くの方が挙げています。
このことからも、若者の多くが仕事と子育てを重視する傾向であることを確認したところでございます。

次に、若者が残れる戻れる住みたいと思うまちをつくるための課題ですが、今申し上げたようなイメージのまちになっていないこと、つま
り若者が希望する仕事を選択できないこと、子育てへの不安を感じていること、また若い人たちにとって日田が魅力的な場所になっていな
いことが課題であると捉えております。

これらの課題を解決するために、仕事の選択肢を増やす取組、子育て支援の徹底強化、日田の魅力の世界への発信を基本施策として示した
ところでございます。
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これらの施策も、多くの市民の皆様との対話の中から出てきたものであり、日田大好きという若い人が残れない戻れないのは、仕事がない
からが主な理由となります。

一方で、市内の事業所では人手不足という実情も見受けられます。これは単純に仕事がないわけではなく、やりたい仕事がないということ
であり、仕事の選択肢が足りないということだと考えております。

このため、仕事の選択肢を増やす取組として、企業誘致の取組を積極的に進めるとともに、地場産業の振興や創業の支援、さらには企業の
情報発信や賃上げの支援、ワークライフバランス推進の取組を通じて選ばれる職場づくりを進めてまいります。

子育て支援の強化につきましては、人口減少の抑制に成功している自治体に共通した基盤となる施策と考えております。具体例を一つ申し
上げますと、子育て支援に力を入れる兵庫県明石市では、子育て世代の転入超過が続き、１１年連続して人口が増加しております。このた
め、既に実施しております保育料の完全無償化や小中学校の医療費無償化、小中学校給食費の無償化に加えて、放課後児童クラブの運営の
一元化、不登校の子供への対策としてのフリースクールの利用支援や、つながり確保のための取組なども進めているところでございます。

また、あるものはあって当たり前、ないものばかりに目が行って日田なあんもないと、市外に出ていく若い人もいらっしゃいます。そうい
う若い方に向けて、日田の魅力を再認識してもらうための取組として、森と川、歴史文化、おいしい農産物、ものづくりの技術、そして福
岡空港から１時間、この地の利に恵まれていることなど、日田の魅力を世界に発信していくことが効果的であると考えております。

以上、私から御答弁申し上げ、その他につきましては、担当部長等から御答弁申し上げますので、よろしくお願い申し上げます。

○１０番（崎尾亮介） ［再質問］

それでは、若者が残れる戻れる住みたいまちについて、再質問させていただきます。

先ほど市長の答弁から「わくわくするまち」という単語が出てきて、とても心がうれしくなったところでございます。ありがとうございま
す。

市長が以前どちらかで「消滅可能性都市から脱却した」とおっしゃられておりました。若い女性の割合が増えたことが要因で脱却したとおっ
しゃられたように記憶しております。どういった施策が効果的であったと考えているか、お示しください。

○市長（椋野美智子） ［答弁］

本年４月に発表されました消滅可能性自治体に本市が含まれなかった要因につきましては、人口の急激な減少を抑制するための取組として、
第２期まち・ひと・しごと創生総合戦略を策定した上で、２０代後半から４０代前半の人口減少の対策に注力し、高い効果が見込める取組
に重点を置きながら、各施策を推進してきたことが要因の一つになったものと考えております。

○１０番（崎尾亮介） ［再質問］

消滅可能性都市の脱却は喜ばしいことではございますが、沖縄県では消滅可能性都市の数はゼロですが、子供の相対的貧困率は全国で一番
高いです。このことから、消滅可能性都市の脱却は、持続可能とイコールではないと考えております。持続可能な都市に向け、次の展望が
あれば教えてください。

○市長（椋野美智子） ［答弁］

本市は、消滅可能性自治体から脱却したところではございますけれども、人口の急減を抑制するための取組は、まだ緒に就いたばかりでご
ざいます。

本市は、合計特殊出生率が１.７０と高く、県内では２位となっております。若い女性が増えれば、人口の社会減を抑制できるだけでなく、
中長期的には自然減の抑制にもつながります。

さらに、若い女性が合計特殊出生率の低い都市部ではなく日田に住んでくれることになれば、全国の出生率の底上げにもつながります。

若い女性に選ばれるまちは、女性も男性も、誰もが自分らしく生きられる、多様性を受け入れる寛容なまちだというふうに考えております。
これはまさに、咸宜園の伝統であり、そんなまちを目指していきたいと考えております。

今後におきましても、引き続き、仕事の選択肢を増やす取組、子育て支援の徹底強化、日田の魅力の世界への発信の３つの施策を進めると
ともに、総合計画や総合戦略に掲げる各種施策の推進に努めてまいります。

○１０番（崎尾亮介） ［再質問］

若者が残れる戻れる住みたいまちを実現するには、若者の意見は不可欠だと考えます。若者の意見の収集はとても困難なことが予想されま
すが、どういった方法を検討されているか、お示しください。
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○市長（椋野美智子） ［答弁］

まずは、各界の代表として市政への参画をお願いしております様々な審議会などの委員につきまして、現在、男性や高年齢層の方々に偏る
傾向がありますことから、若い世代や女性の委員を積極的に登用してまいります。

また、本年度、市民３,０００人を対象とした市民意識調査を実施しますので、その中から若い世代の意見を抽出するほか、教育委員会にお
きまして、教育大綱の改定に向けた取組として小中学生を対象としたアンケート実施、それから高校生との対話なども予定しているところ
でございます。

このほか、私個人としましても、若い方が多く参加している会の懇親会やお祭りなどのイベントに参加し、公の場における代表としての意
見のみならず、できる限り若い方の率直な意見を聴くように心がけております。

○１０番（崎尾亮介） ［再質問］

若い方はどうしても意見を求められるとかしこまったことを言う傾向にあるので、先ほどの市長の意見はとてもありがたく思ったところで
す。

先日、私も高校生と関わる機会があり、お話を伺ったところ、若者が考える、若者が残れる戻れる住みたいまちは、若者がお金を使いたい
まち、お金を使うコンテンツの充実したまちという意見が多くありました。市長のお考えがあればお示しください。

○市長（椋野美智子） ［答弁］

若者がお金を使いたくなるまちとは、議員が先ほど共感してくださいました、わくわくするまちではないかと考えております。わくわくす
ることには、お金を使いたくなります。わくわくするものは、人によって違い、おいしい食べ物であったり、おしゃれな店であったり、ス
ポーツであったり、音楽であったり、お祭りであったりします。日田には美しい森と川、おいしい農産物、歴史と文化、ものづくりの技術
などたくさんの魅力がございます。それらを若い人たちが楽しめるように磨いて、発信することが大切だと考えております。

また、そのような活動に取り組んでくれている若い人たちもたくさんおられます。その方たちが活躍できるような環境整備を行い、一緒に
取り組んでいきたいと考えております。


